
■
一
般
会
計�

　
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
根

幹
で
あ
る
市
税
が
法
人
市
民
税

や
固
定
資
産
税
の
増
に
よ
り
対

前
年
度
比
で
三
・
九
％
増
、
地

方
交
付
税
が
平
成
十
五
年
度
の

野
田
・
関
宿
の
合
算
値
と
比
較

す
る
と
〇
・
三
％
減
と
な
っ
て

い
る
。
市
債
は
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
か
え
等
の
発
行
で
大
幅

な
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
財
政
規
律
を
維
持
し
な
が

ら
、
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
活

用
で
き
る
財
源
を
最
大
限
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。�

　
ま
た
、
自
主
財
源
の
確
保
及

び
税
負
担
の
公
平
性
を
期
す
た

め
に
、
臨
戸
徴
収
、
休
日
・
夜

間
窓
口
の
延
長
、
郵
便
局
で
の

直
接
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
徴
収
対
策
を
強
化
し

た
こ
と
を
評
価
す
る
。�

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
ま
め
バ

ス
の
ル
ー
ト
増
設
に
よ
り
運
行

が
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の
無
休
化
等

に
よ
り
、
市
民
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
た
。�

民
生
費
で
は
、
出
産
祝
品
交
付

事
業
と
し
て
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
の
開
始
。
新
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
策
定
費
、
ひ
と
り
親
家

庭
支
援
対
策
と
し
て
の
母
子
自

立
支
援
員
の
派
遣
及
び
母
子
自

立
支
援
教
育
訓
練
費
の
給
付
、

私
立
保
育
所
へ
の
運
営
管
理
委

託
料
及
び
運
営
費
の
補
助
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
た
施
策
実
施

が
う
か
が
え
る
。
合
併
関
連
事

業
に
よ
り
保
育
所
二
カ
所
へ
空

調
機
を
設
置
し
た
ほ
か
洋
式
ト

イ
レ
二
カ
所
が
改
修
さ
れ
た
。�

衛
生
費
で
は
、
関
宿
支
所
へ
の

空
き
缶
回
収
機
設
置
及
び
ご
み

の
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ
設
置

に
よ
り
、
不
法
投
棄
処
理
量
が

減
少
し
た
実
績
を
評
価
す
る
。�

労
働
費
で
は
、
無
料
職
業
紹
介

所
を
開
設
し
、
職
を
求
め
て
い

る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
れ

た
。�

土
木
費
で
は
、
江
戸
川
左
岸
連

絡
道
路
の
ほ
か
、
日
光
街
道
の

舗
装
補
修
事
業
が
着
実
に
実
施

さ
れ
た
。
ま
た
、
鉄
道
高
架
事

業
、
清
水
公
園
駅
前
線
、
梅
郷

東
駅
前
線
事
業
が
実
施
さ
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
合
併
特
例
債

事
業
で
は
七
光
台
駅
東
西
連
絡

自
由
通
路
整
備
事
業
、
梅
郷
駅

東
口
開
設
事
業
、
梅
郷
東
駅
前

線
道
路
改
良
工
事
が
着
実
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、関
宿

総
合
公
園
体
育
館
、
三
ツ
堀
里

山
自
然
園
が
完
成
し
、
都
市
整

備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
市
営
住
宅
の
新
設

事
業
に
お
い
て
も
、
少
な
い
費

用
で
早
く
供
用
で
き
る
方
策
が

と
ら
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。�

消
防
費
で
は
、
関
宿
北
出
張
所

の
開
設
で
、
市
内
全
域
が
五
分

以
内
で
到
着
が
可
能
と
な
り
、

関
宿
地
区
の
方
々
に
安
心
感
を

与
え
た
こ
と
を
評
価
を
す
る
。�

教
育
費
で
は
、
福
田
第
一
小
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ
、

安
全
な
教
育
環
境
の
確
保
が
図

ら
れ
た
。
ま
た
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

Ｉ
Ｔ
社
会
へ
対
応

で
き
る
教
育
環
境

が
整
え
ら
れ
て
い

る
と
評
価
す
る
。�

■
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
及
び
介
護
保

険
特
別
会
計
で
は
、

不
納
欠
損
金
や
収
入

未
済
額
が
多
い
も
の

の
、
収
納
率
の
向
上

を
要
望
し
賛
成
す

る
。�

■
下
水
道
事
業
特
別

会
計
で
は
、料
金
改

定
を
十
七
年
間
行
わ

ず
、増
収
を
図
る
時

期
が
既
に
過
ぎ
て
い

る
と
思
う
が
、速
や

か
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
要
望

し
賛
成
す
る
。�

■
水
道
事
業
会
計
で

は
、使
用
料
の
未
収

金
が
い
ま
だ
に
多

く
見
ら
れ
る
も
の
の
、

安
定
し
た
水
道
事
業

が
執
行
さ
れ
て
お

り
、水
道
料
金
の
滞

納
額
も
前
年
度
よ
り

減
少
し
た
こ
と
を
評

価
す
る
。�

　
九
月
十
二
日
の
一
般
質
問
の
途
中

で
、野
口
義
雄
議
員
ほ
か
二
十
名
よ
り

「
議
長
　
飯
塚
　
武
議
員
に
対
す
る

議
長
不
信
任
決
議
案
」
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
染
谷
　
司
議
員
ほ
か
六
名
よ
り
「
舩

橋
繁
雄
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
」

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、本
会
議

の
最
終
日
に
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
委
員
会
に
お
い
て
は
、正
副
委
員
長

の
互
選
及
び
事
件
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

　
な
お
、本
会
議
に
お
け
る
審
議
の
結

果
、陳
謝
の
懲
罰
を
科
す
こ
と
が
賛
成

多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
懲
罰
特
別
委
員
会
の
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

�

委
　

員
　

長
　
石
山�

副
委
員
長
　
江
村
　
祐
三�

委
　
　
員
　
古
橋
喜
久
男
　
添
田
ひ
ろ
子�

　
　
　
　
　
堀
井
　
孝
悦
　
鈴
木
　
　
有�

　
　
　
　
　
松
本
　
睦
男
　
知
久
　
　
孝�

　
　
　
　
　
野
口
　
義
雄
　
長
南
　
博
邦�

 認第 1 号 専決処分の承認《市税賦課徴収条例の一部改正》 承　認・全会一致�
 認第 2 号 専決処分の承認《手数料条例の一部改正》 承　認・全会一致�
 認第 3 号 専決処分の承認《レントゲン車設置及び管理に関する条例及びレントゲン車使用料条例�
  を廃止する条例の制定》 

承　認・全会一致�

 認第 4 号 専決処分の承認《留守家庭学童保育所設置条例の一部改正》 承　認・全会一致�
 認第 5 号 専決処分の承認《地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正》 承　認・全会一致�
 認第 6 号 専決処分の承認《千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千�
  葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議》 

承　認・全会一致�

 認第 7 号 専決処分の承認《千葉県自治センターを組織する地方公共団体の数の減少に関する協議》 承　認・全会一致�
 認第 8 号 専決処分の承認《小中学校用パーソナルコンピュータ機器の購入》 承　認・全会一致�
 認第 9 号 専決処分の承認《消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ｉ型）の購入》 承　認・全会一致�
 認第10号 専決処分の承認《訴えの提起》 承　認・全会一致�
 認第11号 専決処分の承認《訴えの提起》 承　認・全会一致�
 認第12号 専決処分の承認《訴えの提起》 承　認・全会一致�
 陳情第1号 住民基本台帳法の改正を求める意見書提出についての陳情 採　択・全会一致�
 陳情第3号 「最低賃金の引き上げを求める意見書」の提出を求める陳情 不採択・賛成少数�
 発議第4号 住民基本台帳の閲覧制度の早期見直しを求める意見書 可　決・全会一致�

議案番号� 審　議　結　果�件　　　　　　　　　　名�

8月臨時会議案等の審議結果一覧�

第
三
回
臨
時
会
を
開
催�

　
八
月
二
十
四
日
に
野
口
義
雄
議
員
ほ
か
十
四
名
の
請
求
に

よ
る
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
会
で
は
芝
田 

弘
副

議
長
の
辞
職
に
よ
り
六
月
か
ら
空
席
と
な
っ
て
い
る
副
議
長

選
挙
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
及
び
専
決
処
分
十

二
件
、
陳
情
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。�

決算審査特別委員会審査風景�



区　　　　　分�

一　般　会　計�

国民健康保険�

下水道事業�

老 人 保 健 �

用 地 取 得 �

介 護 保 険 �

次木親野井特定土地�
区 画 整 理 事 業 �

小 計 �

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計�

平成16年度各会計決算の状況�

　決算審査特別委員会の委員は
次のとおりです。�
委　員　長　　　　秋田　　仁�
副委員長　　　　岡田　文雄�
委　　員�
内田　陽一　　　藤田　　進�
木村　定示　　　竹内　美穂�
中井　洋子　　　小倉　良夫�
植竹　健夫　　　小俣　文宣�
若林　丈人　　　池田　利秋�
藤井　　正　　　染谷　　司�
大橋　広志�

���

■
一
般
会
計�

歳
入
で
は
、
三
位
一
体
に
お
け

る
野
田
市
の
影
響
は
約
四
億
五

〇
〇
〇
万
円
、
税
源
移
譲
分
を

差
し
引
い
て
も
国
・
県
を
あ
わ

せ
て
二
億
円
の
削
減
と
な
っ
て

い
る
。
三
位
一
体
改
革
は
自
主

性
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
補
助

金
の
カ
ッ
ト
や
交
付
金
支
給
に

よ
る
公
共
事
業
は
政
府
の
意
図

に
沿
っ
て
い
な
け
れ
ば
税
源
移

譲
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
制

度
に
な
っ
て
お
り
、
税
源
移
譲

な
ど
は
批
判
し
て
い
る
も
の
の
、

小
泉
改
革
に
賛
成
し
て
行
政
改

革
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
反

対
で
あ
る
。�

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
地
区
別

懇
談
会
、
自
治
会
長
会
議
、
医

師
会
や
歯
科
医
師
会
へ
の
多
額

な
補
助
金
な
ど
、
特
定
の
市
民

と
の
つ
な
が
り
し
か
な
く
幅
広

い
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
な
い
。
ま
た
、

市
民
か
ら
の
メ
ー
ル
や
市
長
へ

の
手
紙
、
さ
ら
に
、
市
長
交
際

費
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

べ
き
で
あ
る
。�

民
生
費
で
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
の
改
善
を
か
た
く
な
に
拒
否

し
て
い
る
。
今
後
の
介
護
保
険

見
直
し
で
必
要
と
な
る
高
齢
者

サ
ー
ビ
ス
調
整
委
員
会
の
組
織

見
直
し
や
独
居
老
人
、
認
知
症

の
実
態
把
握
な
ど
へ
の
取
り
組

み
の
方
向
性
が
見
ら
れ
ず
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
レ
ベ
ル

で
は
な
い
。
ま
た
、
児
童
虐
待

に
か
か
わ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

の
受
け
持
つ
件
数
が
多
く
、
体

制
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
日
本

脳
炎
も
廃
止
や
個
別
接
種
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
予
防
接

種
も
子
供
の
様
子
が
把
握
で
き

る
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
個

別
接
種
に
す
べ
き
で
あ
る
。�

衛
生
費
で
は
、
三
ツ
堀
自
治
会

と
の
裁
判
に
市
税
を
投
入
し
続

け
た
。
清
掃
工
場
の
修
繕
費
や

定
期
点
検
費
が
毎
年
二
億
円
も

か
か
り
、
耐
用
年
数
を
超
え
て

い
る
こ
と
を
認
め
な
い
姿
勢
に

反
対
で
あ
る
。ま
た
、指
定
ご
み

袋
へ
の
氏
名
記
入
を
押
し
通
し

続
け
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。�

土
木
費
で
は
、
清
水
公
園
駅
前

線
は
生
活
用
道
路
の
改
修
が
お

く
れ
て
い
る
中
で
、
費
用
対
効

果
か
ら
見
て
も
必
要
が
な
い
。

川
重
社
宅
の
市
営
住
宅
は
築
四

十
年
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
を

図
る
に
は
無
理
が
あ
る
。�

消
防
費
で
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
立
場
か
ら
も
、
消
火
栓

の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。�

教
育
費
で
は
、
副
教
本
を
現
場

で
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。
国
の
補
助

金
が
つ
い
て
い
る
間
に
、
学
校

の
耐
震
工
事
を
も
っ
と
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
公
民
館
の
開
館

時
間
延
長
が
利
用
者
に
周
知
さ

れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
り
大
き

な
問
題
で
あ
る
。�

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
資
格
証
明
書
や
短
期
保
険

証
の
発
行
が
ふ
え
て
お
り
、
減

免
制
度
を
確
立
す
べ
き
と
い
う

こ
と
で
反
対
で
あ
る
。�

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が

ふ
え
続
け
て
お
り
、
計
画
区
域

を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。�

■
老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、

制
度
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る

の
で
反
対
で
あ
る
。�

■
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

介
護
保
険
の
見
直
し
に
向
け
て

の
実
態
把
握
が
全
く
な
く
、
積

極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
の

で
反
対
で
あ
る
。�

　平成16年度各会計決算については、15人の�
委員で構成する決算審査特別委員会を設置。�
 9月20日から3日間にわたり慎重な審査が行�
われ、本会議最終日の審議の結果、各会計決�
算とも認定されました。�

 8月31日 議会運営委員会�

 9月  2日 本会議　開会､（議案上程、市政一般報告）�

 8日 議会運営委員会�
  本会議（議案質疑、委員会付託）�
  決算審査特別委員会�

 9日 本会議（一般質問）�

 12日 本会議（一般質問）、議会運営委員会�

 13日 本会議（一般質問）�

 15日 環境経済委員会、文教福祉委員会�

 16日 総務委員会、建設委員会�

 20日�

 21日 決算審査特別委員会�

 22日�

 28日 議会運営委員会、本会議（委員長報告、質�
  疑、討論、採決）、懲罰特別委員会、閉会�

─　議　会　日　誌　─� 傍聴してみませんか�

　本会議は傍聴することができます。

本会議を傍聴するには、本会議開催日

当日に市役所議会棟（低層棟）5階の

傍聴受付にお越しください。�

請願・陳情をされる方へ�

　皆さんの意見や要望を市政に反映させる方法として、

請願や陳情があります。�

　提出に当たっては次のことにご注意ください。�

□請願・陳情書には趣旨と項目、提出年月日、住所、

氏名（団体の場合は名称と代表者名）を記載し、押印

したものを市議会議長あてに提出してください。�

また、請願書には紹介議員の署名が必要となります。�

※なお、受付は随時行っていますが、提出に際しては、

事前に議会事務局までお問い合わせください。�

【問合せ先】議会事務局 7125-1111（内線3979）�

書式例�

○○○に関する請願書（陳情書）�

紹介議員　○○○○（陳情は不要）�
請願（陳情）趣旨�

平成○○年○月○日�
野田市議会議長　○○○○様�
　　　　　　　　請願（陳情）者�
　　　　　　　　　住所　○○○○○○○�
　　　　　　　　　氏名　○○○○印�

請願（陳情）項目�

歳入決算額� 歳出決算額�

48,331,560千円�46,865,629千円�

12,861,046千円�12,660,117千円�

3,526,384千円�3,468,832千円�

9,506,350千円�9,392,798千円�

204,991千円� 98,686千円�

4,724,157千円�4,692,164千円�

521,471千円� 520,052千円�

79,675,959千円�77,698,278千円�


